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１．エネルギーをめぐる自己紹介

• 長野県の出身で、1977年に現在の「日本風力エネルギー学会」の前身となる日
本風力エネルギー協会を設立。以後、風力発電の研究、普及啓発に取り組み、国
内外で数々の賞を受賞するとともに、近年は再生可能エネルギー普及のために小
学校への出前授業を行うなど、現在も各方面で活動中。

２．洋上風力発電の現状

２．１ 世界の現状

• 世界の電力の約1割は風車が供給している。

• 洋上風力発電については、これまで欧州が世界をけん引していたが、近年中国の
導入量が急増して累積導入量と年間導入量で欧州を上回った。

• 洋上風力発電における風車メーカーの世界シェアは上位10社中7社が中国メーカ
ーとなっている。

• 欧州の洋上風力発電の導入目標は2050年において300GW。これに対して日本の
導入目標は2040年で30～45GWである。

• 2025年に風車規模は15-17MW級の導入が見込まれ、大型化により1基あたりの
コストは増加するが、それ以上に風車の設備容量が増加し発電量が増える。

• 世界の洋上風力発電コストは、2010年から2022年にかけて約6割減少した。



２．２ 日本の現状

• 国内では2040年までに30GW～45GW規模の案件形成を目標として掲げ、一般海
域においては再エネ海域利用法に基づいて、全国10海域が促進区域に指定され事
業実施に向けた準備が進められている。

３．北海道から吹く風が世界を動かした

３．１北海道の人、文化の歴史

• 北海道の近代歴史上の人物（内村鑑三、廣井勇、他）の紹介

３．２ 北海道が風力利用に果たした役割

• 北海道出身で、日本風力エネルギー協会の顧問を務められた故山田基博氏は、終
戦後の無電化開拓地に山田風車を多数設置し、風力発電の普及に大きな貢献を果
たし、1981年に黄綬褒章を受賞した。

３．３ 北海道の風力利用への取組

• 北海道ではせたな町に国内自治体初の洋上風力発電“かざみ鳥”が平成16年に設置
された。せたな町はエネルギー自給率100％のまちづくりを目指していて、令和
5年度から「せたな町ゼロカーボン推進協議会」を立ち上げて、地域共生型再エ
ネを最大限導入するための取組を検討している。

３．４ 北海道の洋上風力発電の可能性

• （資料省略）



４．北海道と日本の持続可能な将来に向けて

• 日本のエネルギー自給率は他の先進国と比較して非常に低いが、太陽光や風力等
の自然再生エネルギーのポテンシャルは非常に大きく、特にEEZへの拡大が検討
されている洋上風力については、これから浮体式洋上風車の設置が期待されてい
る。

• 北海道における洋上風力の有望地域は檜山沖、松前沖、石狩沖を始め多くあり、
基地港湾の候補もいくつか考えられ、さらに洋上風力の保守・点検のための港湾
として小規模な港湾も必要となることから、北海道の果たす役割は極めて大きい
といえる。

• 北海道での洋上、陸上の風力発電のポテンシャルは大きいが、需要地に運ぶため
の電力網の強化、特にHVDCのような海底ケーブルの早期敷設が望まれる。これ
には電力会社や産業界からの強力な要請によるボトムアップで政策を動かすべき
である。

• 洋上風力発電の導入にあたっては、漁業との協調が大切で海の生態系や漁業への
影響を踏まえた上で、協調策を考えていく必要がある。

• 世界が脱炭素に向けて取り組む中で、風力発電はその主役となる。

以上


